様式第３号（第５条、第７条、第12条関係）

　　　　　　　 生活関連施設整備項目表（公共交通機関の施設） 　　　　　　　

	１　名　　　称
	

	２　所　在　地
	


	整備項目
	整備箇所
	整備基準
	適合状況
	摘要

	１　改札口
	１以上の改札口
	ア　幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	イ　車椅子使用者が通過する際に

　支障となる段を設けないこと。
	適・否
	

	
	
	ウ　視覚障害者誘導用ブロックの

　敷設
	適・否
	

	２　通路
	(1)　通路
	ア　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	イ　段の構

　造
	(ｱ)　手すりの設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 段を容易に識別で

　き、かつ、つまずき

　の原因となるものが設けられていない構造
	適・否
	

	
	(2) 改札口から乗降

　場に至る１以上の

　経路の通路
	ア　幅は、140cm以上
	適・否
	

	
	
	イ　傾斜路又は車椅子使用者用特

　殊構造エレベーターの設置（高低差がある場合に限る。）
	適・否
	

	
	
	ウ　出入口等に接する部分の水平

　の確保
	適・否
	

	
	
	エ　視覚障害者誘導用ブロックの

　敷設又は音声誘導装置等の設置
	適・否
	

	
	(3)　傾斜路
	ア　幅は、 120cm以上（階段に併

　設する場合は、90cm以上）
	適・否
	

	
	
	イ　勾配は、１／12以下（傾斜路

　の高さが16cm以下の場合は、１

　／８以下）
	適・否
	

	
	
	ウ　高さが75cm以内ごとに踏幅

　 150cm以上の踊場の設置
	適・否
	

	
	
	エ　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	オ　手すりの設置
	適・否
	

	
	
	カ　通路等との色の明度、色相又は彩度の差が大きいことにより存在を容易に識別できるもの
	適・否
	

	
	
	キ　点状ブロック等の敷設（上端

　に近接する通路及び踊場の部分

　に限る。）
	適・否
	

	３　階段
	階段
	ア　手すりの設置
	適・否
	

	
	
	イ　手すりの端部付近への点字の

　貼り付け
	適・否
	

	
	
	ウ　回り段がないこと。
	適・否
	

	
	
	エ　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	オ　段を容易に識別でき、かつ、

　つまずきの原因となるものが設けられていない構造
	適・否
	

	
	
	カ　階段の両側に、立ち上がり部

　の設置
	適・否
	

	
	
	キ　点状ブロック等の敷設（上端

　に近接する廊下等及び踊場の部

　分に限る。）
	適・否
	

	４　エレベーター
	エレベーター
	ア　籠は、利用居室、車椅子使用者用便房又は車椅子使用者用駐車施設のある階及び地上階に停止
	適・否
	

	
	
	イ　籠及び昇降路の出入口の幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	ウ　籠の幅は、140㎝以上
	適・否
	

	
	
	エ　籠の奥行きは、 135cm以上
	適・否
	

	
	
	オ　籠の構造は、車椅子の転回に支障のないこと。
	適・否
	

	
	
	カ　乗降ロビーは高低差がなく、

　その幅及び奥行きは、 150cm以

　上
	適・否
	

	
	
	キ　籠内及び乗降ロビーの車椅子使用者が利用しやすい位置に制御装置の設置
	適・否
	

	
	
	ク　籠内に、停止予定階及び現在位置を表示する装置の設置
	適・否
	

	
	
	ケ　乗降ロビーに、到着する籠の昇降方向を表示する装置の設置
	適・否
	

	
	
	コ　籠内に、戸の開閉を確認することができる鏡の設置
	適・否
	

	
	
	サ　籠内に、手すりの設置
	適・否
	

	
	
	シ　籠内に、到着階及び戸の閉鎖を知らせる音声装置の設置
	適・否
	

	
	
	ス　籠内及び乗降ロビーに、視覚障害者が円滑に操作することができる制御装置の設置
	適・否
	

	
	
	セ　籠内又は乗降ロビーに、到着する籠の昇降方向を知らせる音声装置の設置
	適・否
	

	５　便所
	(1) 利用者の用に供

　する便所
	ア　出入口付近に、男子用及び女

　子用の区別並びに便所の構造を

　音、点字等により視覚障害者に

　示すための設備の設置
	適・否
	

	
	
	イ　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	ウ　男子用
　小便器を

　設置する

　場合
	(ｱ) 床置式小便器、壁掛式小便器（受け口の高さが35㎝以下のものに限る。）その他これらに類する小便器を１以上設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 手すりの設置
	適・否
	

	
	(2) (1)の便所のうち

　１以上の便所
	ア　便所内（男子用及び女子用の

　区分があるときは、それぞれの

　便所）内に、高齢者、障害者等

　の円滑な利用に適した構造を有

　する便房の設置
	適・否
	

	
	
	イ　高齢者、障害者等の円滑な利

　用に適した構造を有すること。
	適・否
	

	
	(3) (2)のアの便房が

　設けられた便所
	ア　出入口

　の構造
	(ｱ) 幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 車椅子使用者が通

　過する際に支障とな

　る段がないこと（傾

　斜路を設置する場合

　を除く。）。
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ) 高齢者、障害者等

　の円滑な利用に適し

　た構造を有する便房

　を設置した旨の表示
	適・否
	

	
	
	イ　出入口

　の戸の構

　造
	(ｱ) 幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 高齢者、障害者等

　が容易に開閉して通

　過できる構造
	適・否
	

	
	
	ウ　車椅子使用者の円滑な利用に

　適した広さの確保
	適・否
	

	
	(4) (2)のアの便房
	ア　出入口

　の構造
	(ｱ) 車椅子使用者が通

　過する際に支障とな

　る段がないこと。
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 高齢者、障害者等

　の円滑な利用に適し

　た構造の便房である

　旨の表示
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ) 幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	イ　出入口

　の戸の構

　造
	(ｱ) 幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 高齢者、障害者等

　が容易に開閉して通

　過できる構造
	適・否
	

	
	
	ウ　腰掛便座及び手すりの設置
	適・否
	

	
	
	エ　高齢者、障害者等の円滑な利

　用に適した構造を有する水洗器

　具の設置
	適・否
	

	
	
	オ　車椅子使用者の円滑な利用に

　適した広さの確保
	適・否
	

	
	(5) (2)のイの便所
	ア　出入口

　の構造
	(ｱ) 幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 車椅子使用者が通

　過する際に支障とな

　る段がないこと（傾

　斜路を設置する場合

　を除く。）。
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ) 高齢者、障害者等

　の円滑な利用に適し

　た構造の便所である

　旨の表示
	適・否
	

	
	
	イ　出入口

　の戸の構

　造
	(ｱ) 幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 高齢者、障害者等

　が容易に開閉して通

　過できる構造
	適・否
	

	
	
	ウ　車椅子使用者の円滑な利用に

　適した広さの確保
	適・否
	

	
	
	エ　腰掛便座及び手すりの設置
	適・否
	

	
	
	オ　高齢者、障害者等の円滑な利

　用に適した構造を有する水洗器

　具の設置
	適・否
	

	６　案内表示
	主要な案内板等
	高さ、文字の大きさ等表示への配

慮
	適・否
	

	７　乗降場
	乗降場
	ア　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	イ　転落防止柵の設置
	適・否
	

	
	
	ウ　点状ブロック等の敷設
	適・否
	


備考　１　適合状況欄は、該当するものを○で囲んでください。
　    　　２　整備基準の適用がないときは、適合状況欄に斜線を引いてください。
　    　　３　条例第27条ただし書に該当する場合は、摘要欄にその理由を記入してください。
